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　令和4年12月21日に、七尾市議会として、七尾市吉田町に建設中の新ごみ処理
施設を現地視察しました。
　当日は、研修室にて七尾市市民生活部および施工業者からの説明を受けた後、
施設の案内を受けました。議員からは、灰の埋め立て先や停電時の対応、今後の
運営管理などについて確認が行われました。
　今後も市議会では、市の施策の状況についてしっかりと確認していきます。



2議会だより

11月第2回
会  議
の 概 要

出産・子育て応援交付金の支給費を可決！出産・子育て応援交付金の支給費を可決！　
【議案第59号】【議案第59号】
　令和4年度七尾市一般会計補正予算（第8号）　令和4年度七尾市一般会計補正予算（第8号）
　●出産・子育て応援交付金事業費……2,664万7千円　●出産・子育て応援交付金事業費……2,664万7千円
　　※妊娠期から出産・子育てまで切れ目のない伴走型相談支援と同時に　　※妊娠期から出産・子育てまで切れ目のない伴走型相談支援と同時に
　　　実施する経済的支援　　　実施する経済的支援
　　　①令和４年４月１日から12月31日までに出産した方　　　①令和４年４月１日から12月31日までに出産した方 ････････････ ････････････ 10万円10万円
　　　②令和４年４月１日から12月31日までに妊娠届を提出した方　　　②令和４年４月１日から12月31日までに妊娠届を提出した方 ････ ････ 5万円5万円
　　　③令和５年１月１日以降、妊娠届または出産届を提出した方　　　③令和５年１月１日以降、妊娠届または出産届を提出した方 ･････ ･････ 5万円5万円

【議案第37号】

令和4年度七尾市一般会計補正予算（第7号）

●震災対策農業水利施設整備事業費
………………………………………… 3,770万8千円

　※防災重点ため池の耐震調査
　　松本池（矢田町）ほか計6ヵ所

●国民文化祭開催事業費………………… 215万9千円
　※いしかわ百万石文化祭2023七尾市事業のＰＲ費
　　事前周知リーフレットの製作など

●能登島小学校改修事業費 …………… 1,017万2千円
　※能登島小学校1階のバリアフリー化
　　手すり・スロープの設置、トイレ改修

＜債務負担行為補正＞
●排水ポンプ車整備事業費…………… 6,423万1千円
　※排水ポンプ車の購入

●能登島小学校プール整備事業費……………550万円
　※能登島小学校のプール新設工事に係る実施設計

●健康増進センターアスロン改修事業費
…………………………………… 4億6,388万1千円

　※電気・衛生・空調設備等の改修、改修工事に係る監理委託

【議案第59号】

令和4年度七尾市一般会計補正予算（第8号）

●園児等送迎バス安全装置整備事業費 ……… 320万円
　※園児等送迎バス置き去り防止のための安全装置の整備　
　　対象：公立・私立保育所等が所有または運行するバス
　　　　　および放課後児童クラブが所有するバス
　　経費：1台あたり20万円

その他の主な議案その他の主な議案

　令和4年度七尾市議会定例会11月第2回会議は、11月29日（火）から12月16日（金）までの　令和4年度七尾市議会定例会11月第2回会議は、11月29日（火）から12月16日（金）までの
18日間の会議期間で行われました。18日間の会議期間で行われました。
　今会議では、15名の議員が市政一般について質問を行いました。　今会議では、15名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、議案22件、報告1件（報告1件は議決不要）が市長より提出され、審査の結　議案等については、議案22件、報告1件（報告1件は議決不要）が市長より提出され、審査の結
果、議案21件が可決されました。なお、市長から撤回の申出があった「議案第58号指定管理者の果、議案21件が可決されました。なお、市長から撤回の申出があった「議案第58号指定管理者の
指定について」は、最終日に撤回を承認しております。指定について」は、最終日に撤回を承認しております。
　また、最終日の12月16日には、追加議案1件、同意案3件、議会提出による議会議案1件、意見　また、最終日の12月16日には、追加議案1件、同意案3件、議会提出による議会議案1件、意見
書提出による議会議案２件についても提出され、すべて可決および同意されました。書提出による議会議案２件についても提出され、すべて可決および同意されました。



3 議会だより

総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算
決算常任委員会総務企画分科会に分担された議案に決算常任委員会総務企画分科会に分担された議案に
ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。

総務企画 分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

【議案第37号】
令和4年度七尾市一般会計補正予算（第7号）
◆企業版ふるさと納税寄付金について

問歳入の寄附金、企業版ふるさと納税寄付金（補正額1億2,480万
円）は何社からの寄付金か。
答見込みで20社程度寄附の意向がある。

◆指定ごみ袋製造等業務委託（債務負担行為）について

問ごみ袋の形状の変更（中サイズの袋の形状について、従来のものに
加え、手提げ型を試験導入）について、イメージとして、持ち手がで
き、縛ることができるということか。
答お見込みのとおり。イメージとしてはコンビニのレジ袋である。

主な審議内容

◆指定ごみ袋製造等業務委託（債務負担行為）について（続き）

問一番利用の多い大サイズの袋ではなく、中サイズの袋で試験導入す
る理由を伺う。
答大サイズの袋で手提げ型をつくった場合、袋の強度をかなり上げな
いと持ち手が切れる可能性がある。強度を上げる場合には製造単価
が高くなるため、中サイズでの試験の実施とした。
問指定ごみ袋に広告を入れるという説明があったが、それによってごみ
袋の値段を下げることができるのか。
答広告は1社で40万円になる。ごみ袋の製造は3,638万7千円であ
り、広告費は製造原価と比べてもほんの僅かである。

新しく建設中の新ごみ処理施設と七尾市指定ごみ袋新しく建設中の新ごみ処理施設と七尾市指定ごみ袋

◆◆委委　員員　長／西川英伸長／西川英伸
◆◆副委員長／原田一則副委員長／原田一則
◆◆委　　員／山花　剛、瀨戸三代委　　員／山花　剛、瀨戸三代
　　　　　　山添和良、永崎　陽　　　　　　山添和良、永崎　陽

11 月会議の概要

提出された議案

　令和4年度七尾市議会定例会11月会議は、令和４年11月10日（木）の１日間の会議期間で行われ、議案
第34号令和4年度七尾市一般会計補正予算（第６号）を含む３件が提出され、審査の結果、全ての議案が
可決されました。

◆家計等支援事業費
物価高騰の影響を受けている家計等を支援する
ための水道料金（基本料金）免除に係る経費
　対象：市と給水契約している世帯および事業者
　期間：令和4年12月～令和5年3月請求分
　　
◆マイナンバーカード普及促進事業費
マイナンバーカードの普及促進および就学支援
のためのギフトカードの支給
　対象者：市内の小中学生で既にカードを取得

している、または、３月31日まで
に申請した児童・生徒

　支給額：ギフトカード 5,000 円分

◆省エネ促進事業費
省エネや脱炭素の促進のための省エネ住宅の新
築･購入･改修、電気自動車の等の購入への助成
助成額：県補助金と同額（例：ZEH適合住

宅の新築＝20万円、電気自動車の
購入＝10万円）

　　
◆配合飼料価格高騰対策事業費
飼料価格高騰の影響を受けている市内の配合飼
料使用畜産業者に対する支援
　支給額：県補助金額の 1/2
　　
◆七尾市里山里海協議会 次世代子ども交流事業費
佐渡市との次世代子ども交流に係る経費

【議案第34号】　令和4年度七尾市一般会計補正予算（第6号）

【11月会議】
委員会付託　・議案１件
分科会分担　・議案１件

【11月第2回会議】
委員会付託　・議案11件
　　　報告　・議案１件
分科会分担　・議案３件

11月第２回会議
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【議案第37号】
令和4年度七尾市一般会計補正予算（第7号）
◆健康増進センターアスロン改修工事等費（債務負担行為）について

問今後、施設運営における需要見込みについてどう考えているか。
答人口減少で実績がどうなるかわからないが、コロナ禍前の１１万人の利
用を目指しており、指定管理者により、目標に向けた運営を行っていた
だきたいと考えている。
問アスロンのレジャープールは子どもの遊び場として必要な施設だと思
うが、全面改修に含まれているか。
答大規模改修のなかに含め
た改修を計画しており、屋
内の遊び場として貴重な財
産であり、安全に利用でき
るようにと考えている。

【議案第34号】
令和4年度七尾市一般会計補正予算（第6号）
◆世界農業遺産「能登の里山里海」活用推進事業費について

問トキが舞う里ななおの実現に向けての補正ということで、今年度はあ
と3か月ほどだが、どのように進めていくのか。
答世界農業遺産の七尾市行動指針にある「持続」への取り組みにより、里
山里海を未来へつなぐため、次世代子ども交流で佐渡市との学校間交
流を行う予定としており、その準備体制を整える。

◆配合飼料価格高騰対策事業費について
問市からの支援はどうなっているか。
答県、市のそれぞれの支援割合は1/2、1/4である。

◆水道基本料金の免除について
問免除することで、来年度以降水道料が値上がりすることはないのか。
答電気・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金を活用しており、免
除することによって水道料が値上がりすることはない。

主な審議内容

主な審議内容

【議案第59号】
令和4年度七尾市一般会計補正予算（第8号）
◆園児等送迎バス安全装置整備事業費について
　（公・私立保育所運営費、地域児童健全育成推進事業費について）

問バスの置き去り防止の安全装置とはどのようなものか。
答エンジンを止めるとブザーが鳴る。車内を確認しながら車両後部にあ
るボタンで解除するといった標準的なもののほかにいろいろグレード
がある。
問グレードがいろいろあるとのことだが、そのグレードは園のほうで決め
るのか。
答それぞれの園で、安全に児童を乗降できるものを選んでいただく。
問子どもはイスの下にかくれたりとかする。安全装置だけに頼るのでは
なく、目視で園児が残っていないか確認するよう指導していただきた
い。
答園児の安全安心に関わることなので、安全装置を付けて終わりという
ことではなく、運用についてもしっかり指導していく。

【議案第37号】
令和4年度七尾市一般会計補正予算（第7号）
◆交流人口拡大事業について

問アジア圏テレビドラマ国際会議に市はどのように関わるのか。観光地
として情報発信などで効果が出る進め方をしてほしい。また、この機会
を人材育成の一環として市職員が参加することは可能か。
答地域の歴史・文化を活かし、アジア圏テレビドラマ国際会議に関係す
る音楽家や芸能関係者などとつながりを持ち、その関係者がもう一度
七尾に来て演劇堂で舞台を行うなどといったことにつなげていきた
い。また、効果としては七尾市内が撮影現場となり、その場所に観光客
が訪れることを期待する。また、人材育成の一環としては、せっかくの
機会であり、秘書人事課と調整し、職員が参加できるよう調整したい。

◆排水ポンプ車整備事業について
問なぜ特別会計ではなく、一般会計での計上なのか。
答排水ポンプ車の整備目的が汚水の処理ではなく、雨水の処理であるた
め。

健康増進センターアスロン健康増進センターアスロン

現在配備中の排水ポンプ車現在配備中の排水ポンプ車

教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算
決算常任委員会教育民生分科会に分担された議案に決算常任委員会教育民生分科会に分担された議案に
ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。

産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算
決算常任委員会産業建設分科会に分担された議案に決算常任委員会産業建設分科会に分担された議案に
ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。

教育民生

産業建設

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

◆◆委委　員員　長／中西庸介長／中西庸介
◆◆副委員長／江曽ゆかり副委員長／江曽ゆかり
◆◆委　　員／木戸奈諸美、和田内和美委　　員／木戸奈諸美、和田内和美
　　　　　　木下美也子、山崎智之　　　　　　木下美也子、山崎智之

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

◆◆委委　員員　長／木下敬夫長／木下敬夫
◆◆副委員長／徳田正則副委員長／徳田正則
◆◆委　　員／髙橋正浩、佐藤喜典委　　員／髙橋正浩、佐藤喜典
　　　　　　垣内武司、今田勇雄　　　　　　垣内武司、今田勇雄

【11月会議】
委員会付託　・なし
分科会分担　・議案１件

【11月会議】
委員会付託　・なし
分科会分担　・議案２件

【11月第2回会議】
委員会付託　・議案３件
分科会分担　・議案５件

【11月第2回会議】
委員会付託　・議案３件
分科会分担　・議案３件

11月第２回会議

11月会議

11月第２回会議

11月第２回会議



Q&A5 議会だより

七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
妊
娠
期
か
ら
の
伴
走
型
支
援
、
経
済
支
援
に
つ
い
て

七
尾
市
独
自
の
新
た
な
支
援
を
！

少
子
化
は
国
に
お
い
て
も
七
尾
市
に
お
い
て
も
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
政
府
は
、
今
年
度
第
２
次
補
正
予
算
で

公
明
党
の
強
い
主
張
を
受
け
、
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事

業
を
盛
り
込
ん
だ
が
、
七
尾
市
の
実
情
に
沿
っ
た
形
で
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
の
七
尾
市
の
受
給
者
は
何

名
か
。
ま
た
、
い
つ
頃
実
施
す
る
予
定
か
。

②
継
続
的
な
伴
走
型
支
援
の
手
厚
い
拡
充
の
た
め
に
、
人
員
増

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

③
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
、
七
尾
市
独
自
の
新
た
な
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

①
対
象
者
は
下
表
の
と
お
り
。
国
の

補
正
予
算
が
成
立
し
た
の
で
、
今
後
、

追
加
予
算
を
お
願
い
し
、
速
や
か
に
取
り
組

み
た
い
。

②
健
康
推
進
課
に
設
置
を
し
て
い
る
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
保
健
師
が
妊
産

婦
に
寄
り
添
っ
た
相
談
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
国
が
示
す
伴
走
型
相
談
支
援
に
当
た

る
と
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
事
業
の
拡
大
、
拡

充
等
が
必
要
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

③
現
在
、
県
内
各
市
町
の
母
子
保
健
事
業
で

七
尾
市
が
取
り
組
ん
で
い
な
い
事
業
を
精
査

し
、
新
た
な
事
業
や
拡
充
の
検
討
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
部
活
動
地
域
移
行
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て

改
め
て
現
在
の
状
況
を
聞
く
！

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
子
供
た
ち
の
将
来
、

地
域
の
活
力
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
、
改
め
て
、
地
域
に
お
け
る
指
導
者
の
状
況
、

教
員
の
意
向
な
ど
、
現
時
点
で
の
状
況
を
聞
く
。

　

ま
た
、
保
護
者
に
対
し
部
活
動
に
関
す
る
説
明
を
行
う
と
さ

れ
て
い
た
が
、
保
護
者
の
反
応
、
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
や
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
に
活
動
拠
点
が
移
っ
た
場
合
の
施
設
使

用
料
に
つ
い
て
も
聞
く
。

11
月
24
日
に
第
１
回
の
部
活
動
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

を
開
催
し
た
。
令
和
５
年
度
は
、
今
年
度
と
変
わ
ら
な

い
体
制
で
、
既
存
の
部
活
動
で
、
既
に
外
部
コ
ー
チ
や
部
活
動

指
導
員
で
活
動
し
て
い
る
部
活
動
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
地
域
移

行
を
進
め
た
い
。
教
職
員
の
意
向
調
査
は
今
後
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
は
、
各
学
校
の
保
護
者
宛
て
メ
ー

ル
で
、
説
明
動
画
を
11
月
８
日
か
ら
ネ
ッ
ト
上
で
視
聴
で
き
る

旨
案
内
し
て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
説
明
動
画
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

施
設
使
用
料
は
、
今
後
、
検
討
を
進
め
て
い
く
中
で
、
そ
の

受
皿
と
な
る
団
体
、
使
用
す
る
施
設
に
よ
っ
て
利
用
料
金
に
ば

ら
つ
き
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
。

■
中
心
市
街
地
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
成
果
と

　

今
後
の
予
算
執
行
に
つ
い
て

駅
前
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て
問
う
！

観
光
施
設
を
に
ぎ
わ
い
創
出
に
生
か
す
方
策
に
つ
い
て
、

茶
谷
市
政
と
し
て
前
の
市
政
と
違
う
活
用
の
仕
方
、
特

色
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
例
え
ば
中
心
市
街
地
か
ら
す
ぐ
に
足

を
延
ば
せ
る
食
祭
市
場
で
あ
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
山
の
寺
寺
院

群
の
活
用
の
仕
方
を
聞
く
。

　

特
に
、
七
尾
駅
前
に
ぎ
わ
い
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
新
た
な
事
業
化
の
め
ど
や
指
定
管
理
料
に
対
し
て
、
今
の
経

営
体
制
は
十
分
に
機
能
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、

我
々
議
員
だ
け
で
な
く
、
市
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
説
明
を

求
め
る
。パ

ト
リ
ア
で
に
ぎ
わ
い
創
出
を
行
っ
て
い
る
管
理
運
営

会
社
で
あ
る
創
生
な
な
お
は
、
新
た
に
４
月
か
ら
様
々

な
経
歴
を
持
つ
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
て
、
４
月
29
日
に

就
任
し
た
代
表
取
締
役
の
下
で
会
社
運
営
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
今
後
、
パ
ト
リ
ア
か
ら
七
尾
港
ま
で
の
ま
ち
な
か
の
に
ぎ

わ
い
創
出
に
向
け
て
、
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
の
柔
軟
な
発
想

力
、
行
動
力
や
関
係
団
体
と
の
連
携
も
期
待
し
て
い
る
。

　

七
尾
市
は
他
地
域
に
比
べ
て
も
、
歴
史
的
、
文
化
的
に
非
常

に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
地
域
だ
が
、
そ
れ
を
今
ま
で
生
か
し

切
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
生
か
し
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
の
協
力
を
も
っ
て
こ
の
七
尾
市
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

質

質

質

答

答

答

子育て（イメージ）子育て（イメージ）

Q&  A議員の 市の

一
般
質
問

一
般
質
問

江曽 ゆかり 議員
（無会派）

木下 美也子 議員
（無会派）

西川 英伸 議員
（新政会）

出産・子育て応援交付金の対象となる方
　　　　　　　　　　　　　　　　11月末現在
 出産届提出者 １２０人
 妊娠届提出者 １４６人
※今後の妊娠届提出者の見込み・・・１８人／月

七尾駅前にぎわい館七尾駅前にぎわい館

部活動
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Q&  A議員の 市の

■
ア
ジ
ア
圏
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
国
際
会
議
に
つ
い
て

こ
の
会
議
に
か
け
る
市
長
の
思
い
と
は
？

和
倉
温
泉
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
圏
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
国
際
会
議
は
、
当
初
計
画
よ
り
も
多
く
の
企
業
協

賛
が
得
ら
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
内
容
を
充

実
し
効
果
的
な
取
組
を
進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
、
七

尾
市
は
も
と
よ
り
、
能
登
全
域
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
超
え
る
コ
ン

テ
ン
ツ
産
業
の
メ
ッ
カ
と
な
る
こ
と
を
多
く
の
企
業
が
期
待
し

て
ふ
る
さ
と
納
税
で
協
力
し
た
と
い
う
証
だ
。

　

改
め
て
、
七
尾
市
が
こ
の
会
議
を
主
催
す
る
意
義
、
さ
ら
に

は
今
後
の
活
用
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
、
市
長
の
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
求
む
。

こ
の
会
議
の
開
催
に
よ
る
誘
客
効
果
と
経
済
効
果
、
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
海
外
向
け
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
七
尾
市
を

世
界
に
知
っ
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

今
後
、
さ
ら
な
る
交
流
事
業
の
拡
大
に
つ
な
が
る
取
組
の
た
め

継
続
的
に
制
作
会
社
と
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

会
議
に
は
、
音
楽
家
や
芸
能
関
係
者
、
ふ
る
さ
と
七
尾
に
ゆ

か
り
の
著
名
人
も
招
待
す
る
。
歴
史
関
係
の
劇
等
の
脚
本
家
と

も
連
携
し
て
、
能
登
演
劇
堂
で
の
舞
台
芸
術
を
生
か
し
た
演
劇

の
ま
ち
づ
く
り
に
も
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
す
ば
ら
し
い
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、
能
登
全
域
と
七

尾
を
全
世
界
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
組
を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

■
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
準
備
体
制
で
進
め
る
の
か
？

①
「
休
日
の
過
ご
し
方
及
び
遊
び

場
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

で
は
、
屋
内
施
設
と
屋
外
施
設
と
も
に
設

備
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
る
保
護
者

が
多
い
と
感
じ
た
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
か
市
長
の
見
解
を
聞
く
。

②
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
は
、

市
民
総
参
加
の
意
気
込
み
が
必
要
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
市
民
の
理
解
、
協
力
、
参
画
が

必
要
だ
。
来
年
の
本
番
を
真
に
意
義
の
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
聞
く
。

①
屋
外
の
遊
び
場
で
は
遊
具
の
更
新

や
拡
充
、
屋
内
施
設
の
新
設
を
望
む

声
が
多
い
。
七
尾
市
に
は
様
々
な
自
然
に
触

れ
合
う
場
所
や
七
尾
美
術
館
が
あ
る
。
自
然

を
生
か
し
て
伸
び
伸
び
と
七
尾
の
子
ど
も
ら

し
く
感
性
を
磨
け
る
よ
う
な
遊
び
場
を
財
政

の
許
す
限
り
で
検
討
し
て
い
く
。

②
観
光
産
業
分
野
の
方
の
実
行
委
員
会
へ
の

加
入
や
、
仲
代
達
矢
さ
ん
演
出
・
無
名
塾
に

よ
る
公
演
『
等
伯
』
の
市
民
エ
キ
ス
ト
ラ
の

参
加
な
ど
、
市
民
参
加
型
の
事
業
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

 

一
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質

質

答

答

能登中島駅能登中島駅

能登演劇堂の演劇ホール能登演劇堂の演劇ホール

■
能
登
中
島
駅
と
周
辺
の
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て

市
民
の
声
を
汲
み
取
っ
た
答
弁
を
！

現
在
、
中
島
か
ら
七
尾
や
穴
水
方
面
に
向
か
う
に
は
、

の
と
鉄
道
し
か
な
い
。
中
島
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は

鉄
道
イ
ン
フ
ラ
は
重
要
な
足
で
あ
る
。
ま
た
、
能
登
中
島
駅
は

観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
駅
で
も
あ
る
。

　

利
用
者
か
ら
の
渡
線
橋
の
改
善
の
声
も
多
く
、
西
岸
駅
や
能

登
鹿
島
駅
の
よ
う
な
構
内
踏
切
な
ど
の
設
置
が
で
き
れ
ば
、
高

齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
が
も
っ
と
利
用
し
や
す
く
な
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
も
中
島
駅
の
乗
車
場
所
に
は

待
合
室
も
屋
根
の
あ
る
待
合
場
所
も
な
く
設
置
の
要
望
も
多
い
。

　

こ
う
い
っ
た
市
民
の
声
を
酌
み
取
る
こ
と
も
市
の
役
割
と
考

え
る
が
希
望
の
持
て
る
答
弁
を
お
願
い
す
る
。

の
と
鉄
道
沿
線
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
ホ
ー
ム
も
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
行
う
に
は
、
の
と
鉄
道
株
式
会
社
に
お
い
て
能
登
中
島
駅
だ

け
で
は
な
く
、
全
て
の
駅
に
対
応
し
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

　

現
在
、
の
と
鉄
道
で
は
、
国
か
ら
の
指
示
に
よ
り
線
路
や
車

両
な
ど
の
安
全
対
策
を
優
先
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
下
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
対
応
は
極
め
て
難
し
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
待
合
所
は
、
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な
ら
基
本
的
に
は
地
元
町
会
な
ど
地

域
の
方
々
で
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

 
一
般
質
問

質答

●アンケート調査の結果で多かった回答
　Ｑ：休日に家族で外出する場所はどこが多いか？
　　　⇒　Ａ：ショッピングや映画鑑賞が一番多く、次いで公園
　Ｑ：出かける場所は、七尾市内が多いか市外が多いか？　⇒　Ａ：ほぼ同数、半々
　Ｑ：遊び場に設置を希望する遊具は？　⇒　Ａ：滑り台やブランコ
　　　　　　　小学生は、体を使って遊ぶことができる遊具（アスレチック、クライミング など）

和田内 和美 議員
（無会派）

永崎　陽 議員
（新政会）

山花　剛 議員
（無会派）
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
風
力
発
電
施
設
建
設
に
つ
い
て

反
対
の
声
が
聞
こ
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
臨
む
の
か
？

風
力
発
電
は
国
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る
が
、
反
対
運

動
も
各
地
で
存
在
し
て
い
る
。
七
尾
市
議
会
で
も
、
こ

れ
ま
で
に
複
数
の
議
員
か
ら
多
く
の
質
問
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
朱
鷺
棲
む
里
山
釶
打
ク
ラ
ブ
の

代
表
は
、
世
界
農
業
遺
産
の
能
登
半
島

に
お
い
て
、
国
際
保
護
鳥
の
ト
キ
の
放

鳥
と
風
力
発
電
建
設
事
業
の
推
進
は
相

反
し
、
矛
盾
す
る
こ
と
で
あ
る
と
反
対

の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
風
力
発
電
施

設
建
設
へ
の
市
民
の
反
対
の
声
が
止
ま

な
い
が
、
今
後
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
臨
む
の
か
伺
う
。

風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
賛
成
か
反
対
か
と
い
う
だ
け

の
単
純
な
問
題
で
は
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
は
七
尾
市
に
お
い
て
も
促
進
す
べ
き
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

地
域
と
の
調
和
、
地
域
住
民
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
、
調
査
等
の
結
果
に
よ
る
環
境
保
全
措
置
、
具
体
的
な

風
車
の
規
模
と
基
数
、
設
置
位
置
な
ど
が
準
備
書
と
し
て
公
表

さ
れ
る
が
、
風
力
発
電
が
、
環
境
保
全
上
の
懸
念
や
ト
キ
の
野

生
復
帰
を
目
指
す
過
渡
期
に
影
響
が
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
す

る
こ
と
を
、
市
長
意
見
と
し
て
し
っ
か
り
と
述
べ
て
い
き
た
い
。

議
員
も
、
情
報
等
を
注
視
し
、
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
。

■
12
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

能
登
島
小
学
校
プ
ー
ル
整
備
の
内
容
は
？

能
登
島
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
新
設
に
つ
い
て
、
規
模
及

び
設
置
さ
れ
る
場
所
、
多
目
的
に
利
用
す
る
企
画
は
あ

る
か
な
ど
、
ど
う
い
っ
た
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
仮
に
移
設
す
る
場
合
、
現
在
の
場
所
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か
。
既
存
の
プ
ー
ル
を
プ
ー
ル

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
数
多
く
の
サ
ッ
カ
ー

選
手
が
練
習
に
来
て
い
る
中
で
、
廃
墟
の
ま
ま

長
く
放
置
さ
れ
る
の
も
も
っ
た
い
な
い
。
場
所

も
利
活
用
可
能
な
エ
リ
ア
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
引
き
続
き
の
検
討
を
要
望
す
る
。

現
在
利
用
し
て
い
る
プ
ー
ル
は
旧

能
登
島
町
民
プ
ー
ル
で
あ
り
、
小

学
校
の
プ
ー
ル
と
し
て
は
大
変
大
き
い
も

の
で
あ
る
が
、
老
朽
化
が
激
し
く
、
改
修
費

も
多
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
の
体

育
館
横
に
学
校
規
模
に
合
わ
せ
た
プ
ー
ル

を
新
設
す
る
計
画
で
あ
り
、
多
目
的
で
の

利
用
は
考
え
て
お
ら
ず
、
学
校
専
用
と
す
る
。

　

現
在
の
プ
ー
ル
の
あ
る
場
所
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で

あ
る
。

■「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」対
応
と「
経
済
活
性
化
・
原
油
高
騰
」

対
策
な
ど
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て

原
油
・
物
価
高
騰
に
伴
う
生
活
支
援
・

緩
和
措
置
を
！

原
油
・
物
価
の
高
騰
に
伴
い
公
共
施
設
の
管
理
費
も
高

騰
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
管
理
す
る

地
域
づ
く
り
協
議
会
や
パ
ト
リ
ア
を
運
営
す
る
創
生
な
な
お
な

ど
、
指
定
管
理
を
請
け
負
っ
て
い
る
法
人
・
団
体
の
収
入
の
柱

は
指
定
管
理
料
で
あ
り
、
人
件
費
の
財
源
と
し
て
も
指
定
管
理

料
は
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
。

　

行
政
と
し
て
、
そ
こ
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
公
務
員
で
は
な
い

職
員
に
対
し
て
、
生
活
支
援
・
緩
和
措
置
と
い
う
こ
と
で
、
人

件
費
の
予
算
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

職
員
の
最
低
賃
金
が
上
が
っ
た
と
き
に
上
げ
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、
一
時
的
な
今
の
物
価
高
騰
や
生
活
環
境
の
急
変
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
財
源
的
な
支
援
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
考
え
て

い
る
か
聞
く
。

法
人
の
賃
金
や
人
件
費
は
、
基
本
的
に
は
七
尾
市
の
会

計
年
度
任
用
職
員
の
取
扱
い
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

各
団
体
と
協
議
の
う
え
、
決
め
て
い
る
。

　

た
だ
、
市
と
し
て
は
、
こ
こ
近
年
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
の

改
訂
幅
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
に
配
慮
し
な
が
ら
、
最
低
賃
金
を
下
回
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、
し
っ
か
り
確
認
を
し
な
が
ら
改
定

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

質

答

答

答

髙橋 正浩 議員
（無会派）

山崎 智之 議員
（灘会）

木下 敬夫 議員
（あすなろ）

既存のプール（旧能登島町民プール）
５０ｍ×８コース、深さ1．2ｍ 新設予定のプール（小学校体育館横）

２５ｍ×４コース
　低学年用：深さ７０cm×２コース
　高学年用：深さ９０cm×２コース

トキが舞う里山（イメージ）トキが舞う里山（イメージ）

七尾市議会だより 検索
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Q&  A議員の 市の

■
七
尾
市
の
移
住
定
住
支
援
策
に
つ
い
て

魅
力
の
発
信
と
県
内
外
を
問
わ
な
い

支
援
策
を
！

七
尾
か
ら
県
外
だ
け
で
な
く
金
沢
な
ど
へ
出
て
い
っ
た

若
い
人
た
ち
が
、
再
び
ふ
る
さ
と
七
尾
へ
戻
っ
て
く
る

た
め
に
、
行
政
が
支
援
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

特
に
子
育
て
世
帯
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
や
顧
客
満

足
度
を
踏
ま
え
た
視
点
か
ら
支
援
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

昨
年
度
の
移
住
・
定
住
の
目
標
値
は
未
達
成
で
あ
り
、
世
界

遺
産
に
も
認
定
さ
れ
る
自
然
環
境
、
市
独
自
の
支
援
な
ど
の
子

育
て
環
境
、
そ
の
魅
力
を
も
っ
と
的
確
に
発
信
し
、
県
内
外
を

問
わ
な
い
移
住
・
定
住
支
援
策
を
打
ち
出
す
べ
き
と
考
え
る
が

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

七
尾
版
総
合
戦
略
に
お
け
る
移
住
定
住
の
促
進
の
目
標

値
の
設
定
は
、
地
方
の
人
口
減
少
や
東
京
一
極
集
中
を

是
正
す
る
た
め
に
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
を
対
象
に
し
て
い
る
。

移
住
支
援
に
つ
い
て
も
、
県
外
か
ら
の
移
動
が
対
象
で
県
内
の

移
動
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

　

日
本
全
国
で
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
移
住

希
望
者
の
奪
い
合
い
は
行
わ
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
海
外

か
ら
の
移
住
受
入
れ
も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
魅
力
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
自
然
あ
ふ

れ
る
こ
の
能
登
の
地
域
、
七
尾
に
移
住
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
発
信
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き
た
い
。

■
子
ど
も
教
育
・
子
育
て
の
充
実
に
つ
い
て

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

実
現
に
向
け
た
今
後
の
計
画
は
？

①
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
は
教
育
現
場
や
教
育
委
員

会
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
支
援
と
し
て
行
政
、
地
域

も
含
め
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
問
題
だ
。
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
支
援
団
体
へ
の
新
た
な
基
金
の

創
設
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
七
尾
市
は
市
内
の
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
タ
ン
ド
の

数
が
少
な
い
と
の
声
が
聞
か
れ
る
。
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
や
観
光
施
設
な
ど
へ
の
Ｅ
Ｖ
充

電
ス
タ
ン
ド
の
設
置
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
今
後

の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
地
域
の
解
決
す
べ
き
課
題
と
し
て

地
域
づ
く
り
協
議
会
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ふ
る
さ
と
創

生
ゆ
め
基
金
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
付
金

の
活
用
が
で
き
る
の
で
、
ま
ず
は
各
団
体
が
、

地
域
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

②
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
て
は
、

電
気
自
動
車
の
普
及
、
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
の
充
実

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
来
年
度
策
定
の
七
尾

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
中
で
、
Ｅ
Ｖ

充
電
設
備
の
公
共
施
設
の
設
置
、
民
間
事
業
者

に
よ
る
設
置
を
促
す
内
容
を
盛
り
込
み
た
い
。

■
地
域
資
源
有
効
活
用
・
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

文
学
賞
、
温
泉
大
学
、
温
泉
学
会
に
つ
い
て

七
尾
市
一
本
杉
町
出
身
の
直
木
賞
作
家
杉
森
久
英
氏

を
顕
彰
し
、
地
域
の
文
芸
活
動
の
向
上
を
図
り
、
文
化

水
準
を
高
め
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、「
杉
森
久
英

文
学
賞
」「
杉
森
久
英
市
民
文
学
賞
」
を
創
設
し
て
は
い
か
が
か
。

さ
ら
に
、
和
倉
温
泉
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
、
全
国
に
発
信
す

る
た
め
に
、「
和
倉
温
泉
文
学
大
賞
」「
和
倉
温
泉
文
学
賞
」
を

設
け
る
の
は
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
和
倉
温
泉
に
宿
泊
し
て
、【
温
泉
と
文
学
：
万
葉
集

の
大
伴
家
持
の
能
登
巡
行
の
軌
跡
を
た
ど

る
】、【
温
泉
と
食
：
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
食

材
の
活
用
】、【
温
泉
と
ス
ポ
ー
ツ
：
ス

ポ
ー
ツ
を
振
興
し
て
地
域
の
活
性
化
に
充

て
る
】
な
ど
を
議
論
し
、
そ
の
成
果
を
和

倉
温
泉
の
活
性
化
に
活
か
す
た
め
、
和
倉

温
泉
に
本
部
を
置
き
、
温
泉
の
研
究
者
、

専
門
家
、
愛
好
家
で
構
成
さ
れ
る
高
砂
大

学
の
よ
う
な
「
和
倉
温
泉
大
学
」「
和
倉

温
泉
学
会
」
を
設
け
て
は
い
か
が
か
。

ご
提
案
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
い

ず
れ
も
よ
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と

思
う
が
、
実
施
す
る
主
体
、
目
的
・
計
画
、

そ
の
費
用
と
効
果
な
ど
総
合
的
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
内
容
を

お
示
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

質

答

答

答

 杉森久英（すぎもり ひさひで）
 ●明治45年能登七尾に生まれる
 ●昭和６年東京大学文学部国文学科に入学、第11次　
　『新思潮』同人となり創作を開始
 ●昭和37年『天才と狂人の間』が 第47回直木賞を受賞
 ●その他の著作　『猿』、『天皇の料理番』など

木戸 奈諸美 議員
（あすなろ）

原田 一則 議員
（灘会）

瀨戸 三代 議員
（あすなろ）

和倉温泉和倉温泉

道の駅のとじまのＥＶ充電設備道の駅のとじまのＥＶ充電設備

●七尾市内EV充電設備の設置数（合計28カ所）
七尾市が設置 ２カ所 道の駅「能登食祭市場」、道の駅「のとじま」
石川県が設置 ２カ所 別所岳サービスエリア、のとじま水族館
民間事業者が設置 24カ所 主にホテル
※金沢市、加賀市、小松市に続く県内４番目の多さ
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
と
都
市
計
画
税
の
見
直
し

　

及
び
合
併
浄
化
槽
の
補
助
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
見
直
し
は
？

七
尾
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
遅
れ
て
お
り
、
当
初
設

定
し
た
範
囲
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
工
事
費
や

管
理
費
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
て
、
最
も
適
切
な
事
業
は
何

か
を
決
め
て
、
下
水
道
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
を
見
直
し
も
せ
ず
に
、
そ
の
他
の
都
市
計

画
事
業
も
な
い
地
域
か
ら
都
市
計
画
税
を
徴
収
し
続
け
る
こ
と

は
い
か
が
か
。
下
水
道
施
設
を
一
日
も
早
く
市
内
全
域
に
普
及

し
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
そ
し
て
市
民
負
担
に
不
公
平
の
な
い
よ
う
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

公
共
下
水
道
七
尾
処
理
区
は
、
石
川
県
が
令
和
３
年
度

に
見
直
し
た
生
活
排
水
処
理
構
想
に
お
い
て
、
合
併
浄

化
槽
事
業
と
の
費
用
比
較
が
行
わ
れ
、
公
共
下
水
道
が
適
切
な

事
業
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
構
想
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、
補

助
金
を
活
用
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

下
水
道
は
市
民
の
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
や
公
共
用
水
域

の
保
全
に
重
要
で
あ
り
、
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き

市
内
全
域
へ
の
普
及
を
目
指
す
。
都
市
計
画
税
は
特
定
の
地
域

の
税
収
を
当
該
地
域
で
使
う
も
の
で
は
な
く
、
長
期
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
と
い
う
観
点
か
ら
、
区
域
全
体
と
し
て
の
事
業
、

都
市
計
画
事
業
に
使
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

質答

石川県生活排水処理構想 2023

■
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
に
つ
い
て

七
尾
市
独
自
事
業
に
獅
子
舞
の
披
露
の
場
を
！

七
尾
市
の
獅
子
舞
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
担
い
手
不
足
や
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
祭
礼
自
体
も
中
止
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
獅
子
舞
文
化
の
火
を
消
す
こ
と
が
な
い
よ

う
な
働
き
か
け
を
す
べ
き
だ
。

　

そ
こ
で
、
来
年
開
催
さ
れ
る
「
い
し
か
わ

百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
」
に
お
い
て
、
七
尾

市
独
自
の
事
業
と
し
て
、
獅
子
舞
を
披
露
で
き

な
い
か
。
市
民
が
国
民
文
化
祭
に
参
画
し
、
ま

た
獅
子
舞
に
光
を
当
て
る
機
会
と
な
り
、
獅
子

舞
文
化
を
守
り
、
育
て
、
後
世
へ
と
伝
え
て
い

く
大
き
な
足
が
か
り
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、

市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

市
内
各
地
で
は
様
々
な
祭
礼
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
祭
礼
の
減
少
や
、
少
子
化
に
よ
る
担

い
手
不
足
な
ど
で
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
獅
子
舞
自
体
を
披
露
す
る
機
会
も

な
く
な
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化
自
体
の
衰
退
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

獅
子
舞
な
ど
の
伝
統
文
化
を
広
く
全
国
に
発
信
す
る
場
に
で

き
な
い
か
、
発
表
の
場
所
や
時
期
も
含
め
て
関
係
団
体
と
も
調

整
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

質答

■
高
齢
者
い
き
い
き
入
浴
補
助
事
業
に
つ
い
て

入
浴
券
以
外
の
選
択
肢
も
！

高
齢
者
い
き
い
き
入
浴
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
は
様
々
な
工
夫
改
善
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
「
高
齢
者
の
閉
じ
籠
り
防
止
、
介

護
予
防
お
よ
び
健
康
保
持
を
図
る
こ
と
」
と
い
う
目
的
に
か

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
高
齢
者
い
き
い
き
入
浴
補
助
券
の
利
用
率
は
ど
れ
だ
け
か
。

ま
た
、
そ
の
利
用
率
の
目
標
値
を
設
定
し
て
い
る
か
。

②
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
高
齢
者
ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
把
握
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
う
が
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
利
用
補
助
券
な
ど
、
入
浴
券
以
外
の
選
択
肢
も
考
え
て

は
い
な
い
の
か
。

①
下
表
の
と
お
り
。

②
入
浴
補
助
券
の
利
用
率
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
か
ら
事
業
の
見
直
し
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
閉
じ
籠
も
り
予
防
に
広

く
つ
な
げ
る
た
め
、
地
域
で
運
営
し
て
い

る
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
デ
イ
な
ど
の
身
近
な

通
い
の
場
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
導
入
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
動
か
し
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
と
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
さ
ら

に
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

質答

山添 和良 議員
（無会派）

高齢者いきいき入浴補助券（見本）高齢者いきいき入浴補助券（見本）

獅子舞獅子舞

●七尾市の獅子舞の数
旧七尾市 旧田鶴浜町 旧中島町 旧能登島町 合計

57カ所 10カ所 ３カ所 14カ所 84カ所

徳田 正則 議員
（新政会）

中西 庸介 議員
（新政会）

平成30年度

令和３年度

利
用
率
・
申
請
率
令和４年度
（11月末現在）

３０％超

１４.６％

１２.８％

令和４年度
当初予算の積算

目
標
値

２０％

※令和3年度から申請方式に変更のため申請率を記載。

七尾市議会だより 検索
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　委員会活動報告

　新ごみ処理施設の視察報告

　議会活動報告

 総務企画  常任委員会  教育民生 常任委員会
日 時 ： 令和４年１０月２６日（水） 日 時 ： 令和４年１０月１７日（月）

日　時 ： 令和４年１２月２１日（水）
視察先 ： ななかリサイクルセンター（七尾市吉田町テ部33番地）

● 入札制度について
　 ⇒ 総務部から現在の七尾市の入札制度の概要およ

び電子入札制度について説明を受けました。

● 灰の埋め立て先について
　　Ｑ：灰の埋め立て先はどこか？ ⇒ Ａ：ななか中央埋立場。
● 停電時の対応について
　　Ｑ：停電時はどのような対応をするのか？ ⇒ Ａ：自家発電設備がある。地震などの災害時には焼却炉を停止す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る場合がある。また、毛布や水も常備しており、任意の避難場所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　として利用も可能である。
● 今後の民間運営について
　　Ｑ：今後の民間運営はどのようなものか？ ⇒ Ａ：運営全体は、荏原環境プラント、真柄建設が出資する株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ななおＥサービスが２０年間を請負う。社員は荏原環境プラン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 トの出向社員と地元雇用者である。

● 認知症施策について
　 ⇒ 健康福祉部から現在の七尾市の認知症施策につ

いて説明を受けました。

事業をより詳しく調査するため、　各委員会で月例委員会を開催しました。事業をより詳しく調査するため、　各委員会で月例委員会を開催しました。

委員長　西川 英伸　／　副委員長　原田 一則
委　員　山花 剛、瀨戸 三代、山添 和良、永崎 陽

委員長　中西 庸介　／　副委員長　江曽 ゆかり
委　員　木戸 奈諸美、和田内 和美、木下 美也子
　　　　山崎 智之

【参加者】
　木戸 奈諸美、和田内 和美、木下 美也子、江曽 ゆかり、
　原田 一則、山花 剛、瀨戸 三代、西川 英伸、徳田 正則、
　山添 和良、佐藤 喜典、木下 敬夫、垣内 武司、永崎 陽
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11月第2回会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、佐藤議長は、採決には加わりません。

11月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、佐藤議長は、採決には加わりません。

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第37号 令和4年度七尾市一般会計補正予算（第7号） 可決

議案
第38号

令和4年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計
補正予算（第2号） 可決

議案
第39号

令和4年度七尾市国民健康保険特別会計補正
予算（第1号） 可決

議案
第40号

令和4年度七尾市介護保険特別会計補正予算
（第2号） 可決

議案
第41号

令和4年度七尾市水道事業会計補正予算（第2
号） 可決

議案
第42号

令和4年度七尾市下水道事業会計補正予算（第
1号） 可決

議案
第43号

令和4年度七尾市病院事業会計補正予算（第1
号） 可決

議案
第44号 七尾市個人情報保護法施行条例について 可決

議案
第45号

七尾市情報公開条例の一部を改正する条例に
ついて 可決

議案
第46号

七尾市一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例について 可決

議案
第47号

市長及び副市長給与条例及び教育長の給与、勤
務時間その他の勤務条件に関する条例の一部
を改正する条例について

可決

議案
第48号

七尾市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第49号

七尾市会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第50号

七尾市職員の定年等に関する条例の一部を改
正する条例について 可決

議案
第51号

七尾市一般職の職員の給与に関する条例及び
七尾市企業職員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部を改正する条例について

可決

議案
第52号

七尾市職員退職手当条例の一部を改正する条
例について 可決

議案
第53号

七尾市職員の分限に関する手続き及び効果に
関する条例等の一部を改正する条例について 可決

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第34号 令和4年度七尾市一般会計補正予算（第6号） 可決

議案
第35号 令和4年度七尾市水道事業会計補正予算（第1号） 可決

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第54号

七尾市放課後児童クラブ設置条例の一部を改
正する条例について 可決

議案
第55号

七尾市集落排水施設条例の一部を改正する条
例について 可決

議案
第56号

七尾市能登中島オートキャンプ場条例を廃止す
る条例について 可決

議案
第57号

病院事業管理者の給与等に関する条例の一部
を改正する条例について 可決

議案
第58号 指定管理者の指定について ※

議案
第59号 令和4年度七尾市一般会計補正予算（第8号） 可決

報告
第18号 損害賠償額の決定の専決処分の報告について

議決
不要

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第36号

七尾市手数料条例及び七尾市税条例の一部を
改正する条例について 可決

同　意　案　名 採決結果

同意案
第3号

教育委員会教育長の任命について
■八崎　和美 同意

同意案
第4号

教育委員会委員の任命について
■寺岡　卓子 同意

同意案
第5号

人権擁護委員の推薦について
■岩城　則子 同意

議 会 議 案 名 採決結果

議会議案
第6号

七尾市議会の個人情報の保護に関する条例に
ついて 可決

議会議案
第7号

帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化
を求める意見書 可決

議会議案
第8号

知的障がい者・知的障がい行政の国の対応拡
充を求める意見書 可決

令和4年度定例会11月会議　採決結果一覧表

令和4年度定例会11月第2回会議　採決結果一覧表

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

※市長提出議案第58号については、12月16日に市長から撤回の申し
出があり、同日の本会議において撤回を承認しました。
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発
行
日
／
令
和
５
年
２
月
３
日
発
行

七
尾
市
議
会
だ
よ
り

議　会　の　動　き

11月 2日 議場見学（東湊小学校）

御祓川水系河川改修促進期成同盟会知事要望
（金沢市）

3日 令和4年度七尾市文化賞・産業賞贈呈式

4日 石川県市議会議長会知事要望（金沢市）

7日 議場見学（能登島小学校）

9日 全国温泉所在都市議会議長協議会第101回役員
会（東京都）

10日 令和4年度定例会11月会議

14日 のと鉄道運営助成基金事務組合議会 議員協議会

のと鉄道運営助成基金事務組合議会
令和4年第2回議会定例会

七尾商工会議所会員大会

18日 第46回能登五市議会議員研修会（かほく市）

22日 全員協議会

予算決算常任委員会協議会

議員協議会

24日 新ごみ処理施設「火入れ式」

25日 議会運営委員会

27日 第16回全国石川県人会連合会輪島大会（輪島市）

11月29日　
～12月16日 令和4年度定例会11月第2回会議

12月 3日 のと里山海道四車線化完成式（羽咋市柳田町）

7日 議会だより編集委員会

8日 議会運営委員会

21日 新ごみ処理施設の視察

1月 12日 七尾市行政経済フォーラム

第108回能登五市議会議長会定期総会（珠洲市）

17日 産業建設常任委員会

18日 議会だより編集委員会

七尾市議会事務局
TEL.0767-53-8433
https://www.city.nanao.lg.jp

● ● ● お 知 ら せ ● ● ●

　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご
意見・ご感想をお寄せください。なお、議会
の会議録については、七尾市役所情報公開コ
ーナー、七尾市立図書館等に備えてあるほ
か、市のホームページでも閲覧できるように
なっていますので、ご覧ください。

「七尾市議会だより」
デジタルブック（多言語）対応

URL.https://w
w
w
.city.nanao.lg.jp

編
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【傍聴を希望される方へ】
・傍聴申込書に住所、氏名を記入してから入場してください。

・発熱等の風邪症状が見られる場合は傍聴はご遠慮ください。
・消毒液による手指衛生の徹底をお願いします。
・咳エチケットやマスクの着用をお願いします。
・間隔を空けた着席をお願いします。
・ケーブルテレビななおでは、議会の様子を生中継
しております。
・ユーチューブで議会中継をご覧いただけます。
  QRコードを読み取ってご覧ください。

傍聴の際は、次のことにご協力ください。

議会傍聴・議会
中継のお知らせ 新型コロナウイルスの感染状況によっては傍聴の自粛をお願いする場合があります。ご協力をお願いします。


